
○ 情報活用能力の育成
・ 新学習指導要領において，情報活用能力（情報モラルを含む。）が学習の基盤となる資質・能力として位置付けられたことを踏まえ，その育成に係る優れたカリキュラム・
マネジメント事例を創出し，普及を図る。また，情報モラルの育成を推進するため，指導資料や啓発資料の作成・配布等を行うとともに，官民が連携してプログラミング教
育の推進に向けた指導事例の創出・普及等，教師の指導力向上を図る取組を行う。さらに，放課後にプログラミング等の ICT に関する継続的・発展的な学習機会の提
供の促進を図る。

○ 各教科等の指導における ICT 活用の促進
・ 教師の ICT を活用した指導力の向上を図るための指導資料の作成・配布や指導的立場の教師等への研修を行うとともに，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業
改善に向けた ICT 活用実践事例の創出及び普及を図る。

・ 多様性ある学習や専門性の高い授業等を実現させる観点から，遠隔教育の推進を図る。
・ 障害者差別解消法に基づく合理的配慮の提供に向け，障害の状態等に応じた情報保障やコミュニケーションの方法，教材（ICT 及び補助用具を含む。）の活用につい
て配慮するよう周知を行う。

○ 校務の ICT 化による教職員の業務負担軽減及び教育の質の向上
・ 教職員の業務負担軽減に効果的な統合型校務支援システムの整備を図るため，調達コスト及び運用コスト抑制に向け，都道府県単位での共同調達・運用を促進する。
・ 統合型校務支援システムを発展させ，成績，出欠又は学籍に関する情報等の校務情報を，学習記録データ（学習成果物等の授業・学習の記録）と有効につなげ，
学びを可視化することを通じ，教師による学習指導や生徒指導等の質の向上，学級・学校運営の改善等に資するための実証研究を推進し，成果の普及に関係府省が
連携して取り組む。

○ 学校の ICT 環境整備の促進
・ 「平成 30 年度以降の学校における ICT 環境の整備方針」に基づき，学習者用コンピュータや大型提示装置，超高速インターネット，無線 LAN の整備など，各自治
体による計画的な学校の ICT 環境整備の加速化を図る。あわせて，「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」の普及や改定など，学校における情報セキュリ
ティの確保に取り組み，教師及び児童生徒が安心して学校で ICT を活用できる環境の整備を促進する。また，地方公共団体へ ICT 活用の専門家を派遣し，各地域
における ICT 環境整備推進に向けた課題解決を支援する。

・ 私立学校については，国公立学校の状況を勘案しつつ，学校の ICT 環境整備の促進に取り組む。

目標（１７） ICT 利活用のための基盤の整備
初等中等教育段階について，①情報活用能力（必要な情報を収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力
（ ICT の基本的な操作スキルを含む）や，情報の科学的理解，情報社会に参画する態度）の育成，②主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改
善に向けた各教科等の指導における ICT 活用の促進，③校務の ICT 化による教職員の業務負担軽減及び教育の質の向上，④それらを実現するための
基盤となる学校の ICT 環境整備の促進に取り組む。また，私立学校についても，国公立学校の状況を勘案しつつ， ICT 環境整備を推進する。

（測定指標） （参考指標）
・教師の ICT 活用指導力の改善 ・児童生徒の情報活用能力
・学習者用コンピュータを３クラスに１クラス分程度整備 ・校務の ICT 化による教職員の業務負担軽減の効果
・普通教室における無線 LAN の100％整備
・超高速インターネットの100％整備
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